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国 勢 調 査 調 査 員 を 装 う「 か た り 調 査 」 に は ご 注 意 を！

平成 27年
（2015 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.785
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■増田寛也講演会 …………………………3
■各種健診を受診しましょう……………4
■新たな子育て支援事業が始まります…4

通
知
カ
ー
ド
の
郵
送

　
通
知
カ
ー
ド
は
、
住
民
票
の
あ
る

住
所
地
に
、
世
帯
ご
と
に
「
簡
易
書

留
」
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
住
ん
で
い
る
居
所
地
と
住
民

票
の
あ
る
住
所
地
が
異
な
る
場
合
は
、

転
出
・
転
入
な
ど
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
左
記
の
よ
う
に
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
で

通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
で
き
な

い
場
合
は
、
住
民
票
の
あ
る
住
所
地

の
市
区
町
村
へ
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
在
住
ん
で
い
る
居
所
地
に
通

知
カ
ー
ド
を
郵
送
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
市
民
課
ま
で
至
急
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
な
い
理
由
の
例

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で

住
民
票
の
あ
る
住
所
地
以
外
の
居
所

に
避
難
し
て
い
る

●
D
V
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童

虐
待
な
ど
の
被
害
者
で
住
民
票
の
あ

る
住
所
地
以
外
の
居
所
に
移
動
し
て

い
る

●
一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療

機
関
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
社
会
保
障
・

税
・
災
害
対
策
の
分
野
で
効
率
的
に

情
報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
が
保

有
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情

報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
国
民
一
人
一
人

に
付
番
さ
れ
る
12
桁
の
番
号
で
す
。

原
則
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一

生
同
じ
番
号
で
す
。
不
正
に
使
わ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
変

更
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
未
成
年
者
や
日
本
に
住
民
票
の
あ

る
外
国
籍
の
人
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
海
外
に
滞
在
中
で
住
民
票
の

な
い
人
に
は
通
知
カ
ー
ド
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
日
本
に
戻
り
、
市
町
村

に
転
入
届
を
出
さ
れ
た
と
き
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
付
番
さ
れ
、
通
知
カ
ー

ド
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
取
得
希
望

者
が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
交
付
さ

れ
ま
す
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
申

請
や
手
続
き
の
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
コ
ピ
ー
や
保
管
で
き
る
事
業
者
は
、

行
政
機
関
や
雇
用
主
な
ど
の
法
令
に

規
定
さ
れ
た
者
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
書
き
写
し
や
、
個
人

番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
面

を
コ
ピ
ー
や
保
管
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ

内
に
は
、
税
や
年
金
給
付
情
報
な
ど

の
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

を
利
用
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
情

報
提
供
等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
）
に

ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

機
関
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
付
い
た
自

分
の
情
報
を
い
つ
、
ど
こ
と
や
り
と

り
し
た
か
確
認
で
き
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取

り
扱
い

　
現
行
の
『
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
』
は
、
12
月
を
も
っ
て
、「
新
規

発
行
」
や
「
更
新
」
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
が
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
（
e
‐
T
A
X
な
ど
の

電
子
証
明
書
の
利
用
は
、
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限
）
ま
で
は
利
用
が
可

能
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
、

更
新
の
最
終
日
は
、
平
成
27
年
12
月

28
日
㈪
ま
で
で
す
。

　
電
子
証
明
書
の
発
行
、
更
新
の
最

終
日
は
平
成
27
年
12
月
22
日
㈫
ま
で

で
す
。

来
月
10
月
以
降

　
あ
な
た
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）」
が
通
知
さ
れ
ま
す

　
来
月
10
月
以
降
、
国
民
一
人
一
人
に
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）」
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

住
民
票
の
あ
る
住
所
地
に
市
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
た
国
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
の
各
種
申
請
や
手
続
き
、
ま
た
、
同
様
に
規
定
さ
れ
た
職
場
で
の
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
な
ど
の
際
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
取
得
後
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
問

　
市
民
課
市
民
班
　
内
線
3
1
6
1
・
2

通知カード 個人番号カード

カード取得の申請
および受け取り

申請　必要なし
受け取り　平成 27 年 10 月以降に、
簡易書留による郵送で受け取り
※「通知カード」と「住民基本台帳
カード」は併用の所持ができます。

申請　必要あり　通知カード郵送時に申請書同封
カード取得希望者は、10 月以降に申請
受け取り　平成 28 年 1 月以降に市役所市民課で受け取り
※「個人番号カード」と、「住民基本台帳カード」および「通知
カード」は併用の所持ができません。個人番号カード取得時に、
住民基本台帳カード・通知カードを返却してください。

カードの記載など

・マイナンバー（個人番号）
・氏名、生年月日、性別、住所
・サインパネル欄（住所などの変更
を記載）
※顔写真や ICチップはありません。

・マイナンバー（個人番号）
・氏名、生年月日、性別、住所
・顔写真（交付申請時の提出写真）
・サインパネル欄（住所などの変更を記載）
・臓器提供意思表示欄
・セキュリティーコード
・ICチップ搭載（電子証明書アプリケーションなど）

カードの用途

・法律や条例で定められた申請や手
続きで、マイナンバーの記載やカー
ドの提示が必要になるときに利用
※申請や手続きによっては、本人確
認のため、別に運転免許証などの本
人確認書類が必要になります。

・法律や条例で定められた申請や手続きで、マイナンバーの記載
やカードの提示が必要になるときに利用
・顔写真のある公的身分証明書
・電子証明書を利用する電子申請など
・マイナポータルへのログイン
※今後、上記以外で他用途の利用拡大が見込まれますので申請
してください。

カードの有効期限

有効期限なし 有効期限あり
20 歳以上の人　発行日から 10 回目の誕生日まで
20 歳未満の人　発行日から 5回目の誕生日まで
※電子証明書は発行日から 5回目の誕生日までです。

カード取得の費用 初回交付は無料
※再交付は有料となります。

初回交付は無料（電子証明書含む）
※再交付は有料となります。

電子証明書の利用

利用不可 利用可
・ICチップ内に電子証明書を標準搭載
　署名用…e-TAXなどの利用
　利用者証明用…マイナポータルなどの利用
・電子証明書は、署名用と利用者証明用の２種類あり、カード申
請時に証明書利用の有効・無効を選択
・15 歳未満および成年被後見人の人は、署名用電子証明書の利
用はできません
※今後、上記以外で電子証明書の利用拡大が見込まれますので
申請してください。

　マイナンバーに関する詳しい照
会をコールセンターで受け付けて
いますので問い合わせてください。
◆全国共通ナビダイヤル　
☎0570（20）0178
◆外国語対応（英語、中国語、韓
国語、スペイン語、ポルトガル語）
全国共通ナビダイヤル
☎0570（20）0291
平日午前9時30分～午後5時30分
（土・日・祝日・年末年始を除く）
　一部IP電話などで上記ダイヤル
につながらない場合は、☎050
（3816）9405にかけてください。
※ナビダイヤルは通話料がかかり
ます。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

通
知
カ
ー
ド

イ
メ
ー
ジ
図

個
人
番
号
カ
ー
ド

イ
メ
ー
ジ
図

表 裏 表

通知カードと個人番号カードの概要
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お知らせ　「わたしのまちのかかりつけ医」は都合により休載しました。

Q
　
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
食
材
は
、
焼
い
て
も
食
中
毒
に

な
る
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
心
配
に

な
っ
た
。

　
子
ど
も
が
い
る
の
で
注
意
点
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。（

30
歳
代
・
男
性
）

A
　
秋
晴
れ
の
日
に
、
自
然
の
中
で

食
べ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
味
は
格
別

で
す
。

　
普
段
あ
ま
り
料
理
を
し
な
い
人
が

中
心
に
な
っ
て
行
う
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
質
問
に
あ
る
よ
う
に
、
先
日
消
費

者
庁
か
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
お
け
る

食
中
毒
や
火
傷
に
つ
い
て
注
意
喚
起

が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
で
事
故
は
防
げ
ま
す
の
で
、
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

●
材
料
は
調
理
直
前
ま
で
冷
や
し
て

お
く

　
細
菌
は
温
度
の
上
昇
に
よ
り
繁
殖

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
ト
ン
グ
や
箸
は
用
途
ご
と
に
使
い

分
け
る

　
特
に
生
肉
に
は
病
原
性
大
腸
菌
な

ど
の
食
中
毒
菌
が
付
着
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
菌
は
よ
く
火
を
通
す
こ
と
で
死
滅

し
ま
す
が
、
生
肉
に
触
れ
た
ト
ン
グ

や
箸
で
焼
い
た
肉
や
サ
ラ
ダ
を
取
り

分
け
た
ら
付
着
し
た
菌
を
そ
の
ま
ま

口
に
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
お
に
ぎ
り
な
ど
を
作
る
場
合
は
、

素
手
で
調
理
せ
ず
、
ラ
ッ
プ
や
ビ

ニ
ー
ル
手
袋
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
れ
に
手
の
傷
か
ら
毒
素
が
付
着
・

増
殖
す
る
場
合
が
あ
り
、
加
熱
し
て

も
消
え
ま
せ
ん
。

●
炭
火
に
着
火
剤
を
継
ぎ
足
す
と
引

火
の
危
険
が
あ
る

　
炭
に
一
度
火
を
つ
け
た
ら
、
特
に

ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
の
継
ぎ
足
し
は

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

着
火
剤
に
は
揮
発
性
が
高
く
引
火
し

や
す
い
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
が
使
わ

れ
て
い
る
た
め
、
火
に
近
づ
け
る
こ

と
で
引
火
、
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
覆
う
よ
う
な

大
き
な
鉄
板
な
ど
の
調
理
器
具
を
の

せ
て
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
鉄
板
な
ど

か
ら
の
熱
に
よ
り
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
加

熱
さ
れ
ボ
ン
ベ
の
爆
発
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
器
具
は
使
用
方
法
を
守
っ
て
正
し

く
使
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

〜
楽
し
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
す
る
た
め
に
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
193

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
食
中
毒
や
火
傷
に
注
意

市
の
状
況

　
市
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開

発
で
昭
和
54
年
3
月
に
入
居
が
始
ま

り
、
急
速
に
発
展
し
既
に
36
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
団
塊
世
代
を
中
心
と

し
た
同
世
代
の
住
民
が
多
く
、
平
成

32
年
度
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

が
25
・
6
㌫
、
4
人
に
1
人
が
高
齢

者
に
な
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
が

始
ま
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
に

よ
り
同
じ
時
期
に
大
量
の
更
新
を
迎

え
大
き
な
財
政
負
担
に
直
面
し
ま
す
。

　
今
後
は
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

も
あ
り
、
ま
す
ま
す
財
政
状
況
は
厳

し
く
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

行
政
経
営
改
革
の
必
要

性　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
徹
底
し
た
資

源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）
配
分
や

事
業
の
見
直
し
な
ど
不
断
の
行
政
改

革
に
取
り
組
み
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
直
面
す
る
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
行
政

改
革
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
限
界
に

達
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
民

間
の
優
れ
た
経
営
理
念
や
手
法
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
成
果
に

重
点
を
置
き
、
市
民
に
と
っ
て
最
適

な
施
策
・
事
業
を
選
択
し
て
い
く
行

政
経
営
の
視
点
か
ら
改
革
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
「
健
全
な
ま
ま
の
白
井
市
」

を
引
き
継
ぐ
た
め
、
未
来
に
つ
な
が

る
大
胆
な
行
政
経
営
改
革
に
着
手
す

る
時
期
で
あ
る
と
捉
え
、
4
月
1
日

に
行
政
経
営
改
革
課
を
新
設
し
ま
し

た
。行

政
経
営
改
革
の
進
め
方

　
市
は
、
第
5
次
総
合
計
画
の
実
現

を
下
支
え
し
、
将
来
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
経
営
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

①
「
行
政
経
営
有
識
者
会
議
」
の
設

置　
行
政
経
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
「
行
政
経
営

有
識
者
会
議
」
を
設
置
し
、
市
は
9

月
8
日
に
委
員
5
人
を
委
嘱
し
ま
し

た
。

　
任
期
は
平
成
30
年
9
月
7
日
ま
で

の
3
年
間
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

行
政
経
営
有
識
者
会
議
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

伊
藤
伸
（
構
想
日
本
総
括
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）、
関
寛
之
（
㈱
ち
ば
ぎ
ん
総

合
研
究
所
調
査
部
副
部
長
）、
関
谷

昇
（
千
葉
大
学
法
政
経
学
部
准
教

授
）、
沼
尾
波
子
（
日
本
大
学
経
済

学
部
教
授
）、
吉
田
寛
（
公
会
計
研

究
所
代
表
）

②
「
行
政
経
営
指
針
」
の
策
定

　
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方

針
と
し
て
、
平
成
28
年
度
に
「
行
政

経
営
指
針
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
行
政
経
営
指
針
は
、
第
5
次
総
合

計
画
の
最
終
年
度
に
合
わ
せ
、
平
成

37
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
ま
す
。

③
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
に
伴
う

「
行
政
経
営
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
行

政
経
営
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
策
定

●
「
行
政
経
営
指
針
」
を
受
け
、
従

前
の
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
経
営
的

な
視
点
を
取
り
入
れ
、
新
た
に
平
成

29
年
度
に
「
行
政
経
営
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る

●
「
行
政
経
営
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

実
行
す
る
た
め
、平
成
29
年
度
に「
行

政
経
営
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
具
体

的
な
行
政
経
営
改
革
の
推
進
を
図
る

将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め

新
た
な
「
行
政
経
営
改
革
」
に
取
り
組
み
ま
す

●
現
行
の
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
に

変
わ
る
新
た
な
「
行
政
経
営
改
革
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
平
成
30
年
度
か
ら
実
施

す
る
こ
と
か
ら
、
行
政
改
革
大
綱
の

大
幅
な
改
定
は
行
わ
ず
、
現
行
の
第

4
次
行
政
改
革
大
綱
の
計
画
期
間
を

2
年
間
延
長
す
る

④
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
策
定

　「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

と
は
、
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
な

ど
の
全
体
の
状
況
を
把
握
し
、
市
を

取
り
巻
く
現
況
お
よ
び
将
来
の
見
通

し
を
分
析
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
公

共
施
設
な
ど
の
管
理
の
基
本
的
な
方

針
を
定
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
計

画
で
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
策
定
し

ま
す
。

問
　
行
政
経
営
改
革
課
行
政
経
営
改

革
班

　
内
線
3
4
4
1

〜
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

「
健
全
な
ま
ま
の
白
井
市
」
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
〜

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す

　
平
成
25
年
5
月
31
日
に
公
布
さ
れ

た
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
法
律

第
27
号
）」
に
よ
り
、
平
成
27
年
10

月
に
国
民
一
人
一
人
に
個
人
番
号
が

通
知
さ
れ
、
平
成
28
年
1
月
よ
り
個

人
番
号
に
よ
る
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
個
人
番
号
の
利
用
お
よ

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
し
、

新
た
な
条
例
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
条
例
の
骨
子
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

条
例
名

　「（
仮
称
）
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
」

応
募
期
間

　
〜
10
月
2
日
㈮

閲
覧
場
所

　
総
務
課
窓
口
、
市
役
所

1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、

各
セ
ン
タ
ー
（
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
）

対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法

人
や
団
体

意
見
の
提
出
方
法
　
10
月
2
日
㈮
ま

で
に
、
所
定
の
用
紙
（
総
務
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

図
書
館
や
各
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

あ
る
「
意
見
回
収
箱
」
に
投
函
す
る

か
、
郵
便
（
当
日
消
印
有
効
）、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
総
務
課

ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
策
定
に
当

た
っ
て
の
参
考
と
し
、
検
討
結
果
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
し
ま
す
。

申
・
問

　
総
務
課
行
政
班
　
内
線

3
3
1
2
・

so
u
m
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

　
　
回
答
期
限
は

　
　
　
　
9
月
20
日
㈰
ま
で
で
す
〜

　
市
か
ら
皆
さ
ん
の
手
元
に
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案
内
」
は

届
き
ま
し
た
か
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
を
希
望

す
る
世
帯
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
の
操
作
ガ
イ
ド
」
を
確
認
の
上
、

入
力
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
送
信
の
完

10
月
1
日
㈭
は
国
勢
調
査
の
日
で
す

　自治連合会と市が共催で、人口減少時代を乗り越えるため、地方のまちづくりには何が必要かを
考える機会として、「地方創生によるまちづくり」をテーマとした講演会を開催します。

　増田さんが座長を務める民間研究機関「日本創成会議」では、
人口減少により全国の自治体の半数が「将来消滅する可能性があ
る」との試算を昨年５月に公表し、大きな反響を呼んでいます。
　元気で豊かな生活を安心して送るため、一緒にまちづくりにつ
いて考えてみませんか。
日時　10月7日㈬　午後6時30分～ 8時15分（開場　午後6時）
場所　文化会館かおり（中）ホール
対象　市内在住・在勤・在学者　200人（先着順）
講師　東京大学公共政策大学院客員教授　増田寛也さん
入場料　無料
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151 ～ 3

増田寛也講演会～地方創生によるまちづくり～

了
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
9
月
21
日
㈷
以
降
は
入
力
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
を
い
た

だ
い
た
世
帯
に
は
、
今
後
統
計
調
査

員
の
訪
問
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ
な

か
っ
た
世
帯
に
は
、
9
月
下
旬
か
ら

調
査
員
証
を
携
行
し
た
統
計
調
査
員

が
家
に
伺
い
、
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
の
で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
記
入
さ
れ
た
事
項
は
統
計
法
に
よ

り
、
ほ
か
に
漏
れ
た
り
統
計
を
作
る

以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班
　
内

線
3
3
5
8
・
9

　市では、職員の育児休業取得に伴い、任期付職員（保育士）の募集を行います。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職員と同様で、
採用期間を定めた職員をいいます。
募集要件・人数　保育士の資格を有し、昭和45年4月2日以降に生まれた人（45
歳以下、超える場合は要相談）　1人
任期　平成27年11月27日から平成28年9月30日まで
※育児休業の取得状況により、変更する場合があります。
勤務場所　桜台保育園
勤務内容　園での保育業務
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必要事項を
記入の上、保育士登録証（写し）を添えて、9月30日㈬までに郵送（消印有効）
か直接総務課人事班　内線3314・5へ

育休任期付職員（保育士）を募集します

　公益的な市民活動を行う団体を支援する補助金の審査や、市民活動の推
進などを審議する「市民活動推進委員会」の市民公募委員を募集します。
　委員会は、学識経験を有する人、公共的団体などの代表者、市民で構成
します。
対象　市内在住・在勤の20歳以上の人で、市民活動の推進に意欲があり、
平日（昼間）の会議に出席できる人　2人
※選考基準により選考し、結果は応募者全員に通知します。
任期　委嘱日から2年間
報酬　会議1回　6,600円（年4回程度）
■申・■問　所定の申込書（市民活動支援課および各センター、市ホーム
ページにあります）に必要事項を記入の上、10月2日㈮までに郵送（必
着）かEメールまたは直接市民活動支援課市民活動支援班　内線3151、
{shiminkatsudou@city.shiroi.chiba.jpへ

市民活動推進委員会の委員を募集します

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
に
開
催
予

定
の
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
、
子

ど
も
コ
ー
ナ
ー
で
の
切
符
販
売
や
入

場
者
の
整
理
、
舞
台
で
の
進
行
補
助

や
人
員
整
理
な
ど
、
運
営
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

対
象

　
高
校
生
以
上

申
・
問

　
10
月
2
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
商
工
会
内
）　
☎
（
4
9

2
）
0
7
2
1
へ

役
立
つ
！

中
高
年
の
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
印
西

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
白
井
市
・
印
西
市
・
鎌
ケ
谷

市
・
栄
町
が
共
催
で
、
中
高
年
を
対

象
に
し
た
再
就
職
ま
で
の
悩
み
や
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受

け
方
な
ど
「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
に
関
す

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
相
談
は
雇
用
保

険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

日
程

　
10
月
16
日
㈮

時
間

　
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分
、
就
労
相
談
会

　
午
後

1
時
45
分
〜
4
時
30
分
ま
で

場
所
　
印
西
市
立
中
央
駅
前
地
域
交

流
館
2
号
館

対
象

　
セ
ミ
ナ
ー

　
お
お
む
ね
40
〜

65
歳
の
人

　
30
人
、
就
労
相
談
会

　

一
般

　
3
人
（
ど
ち
ら
も
申
し
込
み

順
）

※
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
就
労
相
談
会
の

み
の
参
加
も
で
き
、
就
労
相
談
会
は

年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

申
　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工
振
興

班
　
内
線
3
2
4
1
へ

問
　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
　
☎
0
4
3
（
2
4
5
）
9
4

2
0

〜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
重
な
資
源
で
す
〜 ⑰

公
共
下
水
道
事
業
の
縦
覧

　「
白
井
市
印
旛
沼
流
域
関
連
公
共

下
水
道
」
と
「
白
井
市
手
賀
沼
流
域

関
連
公
共
下
水
道
」
事
業
計
画
の
変

更
に
よ
る
、
事
業
計
画
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
日
時
　
16
日
㈬
〜
29
日
㈫
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
市
役
所
4
階
上
下
水
道

課変
更
概
要
　
事
業
区
域
の
変
更
な
ど

問
　
上
下
水
道
課
計
画
建
設
班
　
内

線
3
4
5
2

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

結
果

　
平
成
26
年
度
に
、
市
・
県
が
実
施

し
た
市
内
の
大
気
お
よ
び
水
質
に
お

け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査
結
果

は
左
表
の
と
お
り
で
、
環
境
基
準
を

下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班

　
内
線
3
2
7
3

ダイオキシン類調査結果

調査機関 調査項目 調査地点 調査結果 環境基準

市 大気
公民センタ
ー屋上

0.026pg-TEQ/㎥
（年間平均値）

0.6pg-TEQ/㎥

県 水質
金山落
名内橋

0.57pg-TEQ/L
（年間平均値）

1pg-TEQ/L

※1pg（ピコグラム）とは１兆分の１グラムの重さを表す単位です。ダ
イオキシン類は各異性体によって毒性が異なるため、最も毒性の強い物
質の毒性に換算して合計した毒性等量（TEQ）により表します。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
は
、

汚
れ
た
状
態
で
出
す
と
再
資
源
化
の

妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水

で
洗
い
、
き
れ
い
に
し
て
か
ら
捨
て

ま
し
ょ
う
。

出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
事
前
に
プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認
す
る

　
プ
ラ
マ
ー
ク
を
目
印
に
、
分
別
し

ま
し
ょ
う
。

※
レ
ジ
袋
や
ポ
リ
袋
な
ど
、
プ
ラ

マ
ー
ク
が
な
く
て
も
資
源
物
に
な
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

②
異
物
を
取
り
除
く

　
金
属
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
異
物
が
混

ざ
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
機
械
の

故
障
や
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

③
容
器
の
中
を
す
す
ぐ

　
汚
れ
が
あ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
再
資
源
化
の

妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
で
す
！

①
レ
ジ
袋
、
ポ
リ
袋
、
ラ
ッ
プ
、
フ
ィ

ル
ム
類

　
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
ら
う

レ
ジ
袋
、
菓
子
の
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
ラ
ベ
ル
、
た
ば
こ
の
外
フ
ィ
ル

ム
な
ど

②
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
類

　
家
電
製
品
な
ど
の
緩

か
ん
し
ょ
う
ざ
い

衝
材
に
使

わ
れ
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
生
鮮
食

品
の
白
色
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ

イ
な
ど

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

　
カ
ッ
プ
麺
の
カ
ッ
プ
、
豆
腐
・
た

ま
ご
の
パ
ッ
ク
な
ど

④
チ
ュ
ー
ブ
類

　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
歯
磨
き
粉
な
ど
が

入
っ
て
い
た
も
の

⑤
ボ
ト
ル
類

　
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
な
い
も

の⑥
そ
の
他

　
果
物
な
ど
が
入
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
、

ボ
ト
ル
や
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
キ
ャ
ッ

プ
類

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
8
月
28
日
か
ら
9
月
4

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
ク
リ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、

ラ
ッ
カ
セ
イ
、
サ
ト
イ
モ
、
玄
米

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

き
れ
い
に
し
て
か
ら
出
そ
う

増田寛也さん
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
保
険
年
金
課
か
ら
】

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣

病
対
策
と
し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し

た
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
初
期
の
段
階
で

は
自
覚
症
状
が
な
く
症
状
が
現
れ
た

と
き
は
重
症
化
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
腹

回
り
・
血
圧
値
・
血
液
検
査
値
で
確

認
が
で
き
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
て

食
生
活
な
ど
の
習
慣
を
見
直
す
こ
と

で
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
の
予
防
が

で
き
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
自
分
の
健

康
状
態
を
把
握
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
な
ど
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

対
象
　
40
歳
以
上
の
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者

持
ち
物
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
問
診
票
、
ス
リ
ッ
パ
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
不
要
）

※
問
診
票
は
、
6
月
上
旬
に
該
当
者

へ
送
付
済
み
で
す
。
6
・
7
月
に
す

で
に
受
診
し
た
人
や
今
年
度
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
受
検
費
用
助
成
を
受

け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

受
診
料
　
無
料

◆
申
し
込
み
が
必
要
な
場
合

　
平
成
27
年
5
月
以
降
に
、
新
た
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
人
は
問

診
票
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
直

接
保
険
年
金
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
勤
務
先
な
ど
で
健
診
を
受
診
し
た

人
へ

　
今
年
度
す
で
に
勤
務
先
な
ど
で
特

定
健
診
と
同
等
の
健
診
を
受
け
た
人

は
、
特
定
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
保
加
入
者
の
健
康

状
態
を
把
握
す
る
た
め
、
健
診
結
果

の
写
し
と
記
入
し
た
白
井
市
特
定
健

診
問
診
票
を
保
険
年
金
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
市
で
健
診
を
受
け
た

場
合
と
同
様
に
必
要
に
応
じ
て
メ
タ

ボ
改
善
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

申
・
問

　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

内
線
3
1
7
4
へ

【
健
康
課
か
ら
】

◆
後
期
高
齢
者
健
診
、
肺
が
ん
・
結

核
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
も
同

時
実
施
し
て
い
ま
す

　
後
期
高
齢
者
健
診
は
申
し
込
み
制

で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
人
で
健
診
を
希
望
し
、

問
診
票
が
手
元
に
な
い
人
は
、
健
康

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
肺
が
ん
・
結
核
検
診
は
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
は
、
血
液
検
査
で
す
。
受
診
を

希
望
す
る
人
は
、
6
月
に
送
付
し
た

問
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

〜
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
予
防
の
た
め
〜

各
種
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

特定健診、後期高齢者健診、肺がん・結核健診日程表
日程 受付時間 場所

9月18日㈮、27日㈰、
28日㈪、
10月4㈰、5日㈪、
8日㈭、9日㈮ 午前8時

～ 11時

保健福祉センター

9月24日㈭、25日㈮ 冨士センター
9月29日㈫、30日㈬
10月1日㈭、2日㈮

西白井複合センター

10月6日㈫ 桜台センター

米寿・100歳以上の皆さんに祝い品を贈呈します

市の高齢化状況

老人週間が掲げる6つの目標

みんなで築こう！安心と活力ある健康長寿社会
　毎年9月15日は「老人の日」です。また、本日から21日㈷までの1週間は「老人週間」です。
　皆さん一人一人が身近なところで高齢者との関わりを深めたり、高齢期のあり方に関心を寄せるきっ
かけとしましょう。

　7月末日現在の市内に在住する65歳以上の人は14,395人（男6,845人、女7,550人）で、市内人口に対す
る65歳以上の人の比率（高齢化率）は22.8㌫です。昨年度より1.0㌫増加しています。

　市では、88歳の米寿を迎えられる昭和2年生まれの人と大正5年3月以前に生まれた100歳以上の人に対
し、祝い品を贈呈します。祝い品は老人週間に民生委員から贈呈します。

　老人週間は、家庭や地域などで高齢者との関わりを深めながら、高齢者自らが高齢期のあり方につい
て関心と理解を深めるために、どのような取り組みを進めていくことが必要かを考えることを目的に実
施しており、内閣府や厚生労働省などが、老人の日・老人週間キャンペーンが目指す「6つの目標」を掲
げています。
①すべての高齢者が安心して自立した生活ができる、保健・福祉のまちづくりを進め、ふれあいの輪を
広げよう。
②高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・社会参加・ボランティア活動を進めよう。
③高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防への取り組みを進めよう。
④高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支援のあり方や介護問題などをみんなで考え、高齢者や介
護者を支える取り組みを積極的に進めよう。
⑤超高齢社会における家族や地域社会などの役割を理解し、お互いに協力して安心と活力ある長寿社会
をつくろう。
⑥減災や防災への取り組みに関心をもち、日ごろから地域でのつながりを築こう。
■問　高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484

　秋口は日没時間が急激に早まり、
夕暮れ時や夜間は、重大事故につな
がるおそれのある歩行中や自転車で
の交通事故の発生が懸念されます。
また、子どもや高齢者が被害に遭う
交通事故が依然として多く発生して
います。
　30日は「交通事故死ゼロを目指す
日」です。交通事故を起こさないだ
けでなく、交通事故に遭わないため
にも、交通ルールと交通マナーを守
り事故防止に努め、夕暮れ時以降外

出するときは、なるべく明るい服装などを着用し身の回り品は反射材な
どの利用を心がけましょう。

【重点目標】
①子どもと高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止（特に、反斜
材用品などの着用の推進および自転車前照灯の点灯の徹底）
③後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶
◆秋の全国交通安全運動出動式
　千葉県警察音楽隊の演奏や、なし坊たち印西警察署管内のキャラク
ターも参加するパレード、パトカー、白バイなどの展示を行います。反
射材などの安全用品の配布も行います。みんなで一緒に参加しませんか。
日時　17日㈭　午後2時～ 4時
場所　イオンモール千葉ニュータウンコスモス広場（印西市）
問　市民安全課交通防犯班　内線3321

21日㈷から30日㈬までは「秋の全国交通安全運動」です
～ 外 出 は　 明 る い 笑 顔 と　 反 射 材 ～

松
戸
市
営
白
井
聖
地
公

園
墓
地
の
使
用
者
を
募

集
し
ま
す

　
松
戸
市
営
白
井
聖
地
公
園
（
白
井

市
平
塚
）
に
お
い
て
返
還
さ
れ
た
墓

地
30
区
画
（
芝
生
墓
地
20
区
画
、
普

通
墓
地
10
区
画
）
を
再
公
募
し
ま
す
。

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

人●
申
込
者
が
松
戸
市
ま
た
は
白
井
市

に
1
年
以
上
（
平
成
26
年
10
月
10
日

以
前
か
ら
）
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
こ
と

●
い
ま
だ
一
度
も
埋
蔵
し
た
こ
と
が

な
い
遺
骨
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

●
申
込
者
が
埋
蔵
さ
れ
る
人
の
2
親

等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と

●
申
込
者
が
祭さ

い
し祀
の
主
宰
者
（
葬
儀

の
喪
主
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

※
申
込
み
は
資
格
者
1
人
に
つ
き
１

通
1
カ
所
の
み
と
し
、
複
数
の
区
画

を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効
と
な
り

ま
す
。

申
・
問

　
専
用
の
申
込
書
（
9
月
28

日
㈪
か
ら
10
月
9
日
㈮
ま
で
松
戸
市

役
所
、
白
井
市
役
所
環
境
課
、
白
井

聖
地
公
園
管
理
事
務
所
で
配
布
し
ま

す
）
お
よ
び
返
信
用
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、10
月
9
日
㈮（
消

印
有
効
）ま
で
に
、郵
送
で
〒
2
7
1

―
0
0
7
2

　
松
戸
市
竹
ケ
花
74
―

3
　
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
松
戸
市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進

課
管
理
班

　
☎
0
4
7
（
3
6
6
）

7
4
8
5
へ

※
申
し
込
み
時
に
、
住
民
票
な
ど
の

証
明
書
類
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
公
開
抽
選
に
よ
り
当
選
さ
れ
た

人
の
み
、
後
日
書
類
審
査
を
行
い
ま

す
。

　「10年の後納制度」は、過去10年間に納
め忘れた国民年金保険料を納付することが
できる仕組みです。
　本来、国民年金保険料は2年を経過する
と時効により納付することができません。
この制度を利用すれば、将来の年金額を増
やすことができますが、「10年の後納制度」
は、9月30日をもって終了します。終了後、
10月1日から3年間に限り、過去5年間に納
め忘れた国民年金保険料を納付することが
できる「5年の後納制度」が始まりますが、
10年の後納制度よりも納付できる期間が短
く、保険料の加算額が高くなります。
　なお、老齢基礎年金を受給している人な
どは、後納制度の利用はできません。
※後納制度を利用するには、申し込みが必
要です。詳しくは、「国民年金保険料専用
ダイヤル」☎0570（011）050へ問い合わせ
てください。
■問　日本年金機構 船橋年金事務所　☎ 047
（424）8811、市保険年金課 保険年金班　内
線3174・5

国民年金保険料
「10年の後納制度」は
9月30日㈬までです

交通ルール・マナーを守りましょう



二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
10
月
13
日
㈫
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
10
月
28
日
㈬
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

10
月
1
日
か
ら
社
会
教
育

関
係
団
体
の
認
定
申
請
受

け
付
け
を
行
い
ま
す

　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地

域
活
動
や
学
習
・
家
庭
教
育
を
支
援

し
て
い
く
活
動
、
青
少
年
を
対
象
と

し
た
支
援
活
動
、
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
社
会

教
育
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
、
新

た
に
認
定
を
希
望
す
る
団
体
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
団
体
は
公
民
館
な
ど

の
使
用
料
が
2
分
の
1
に
減
免
さ
れ

ま
す
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
は
除
く
）。

※
既
に
平
成
27
年
度
分
の
認
定
を
受

け
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
今
回

申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
期
間

　
平
成
27
年
12
月
1
日
〜

平
成
28
年
5
月
31
日
（
半
年
間
）

認
定
の
要
件

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ
る

※
そ
の
ほ
か
に
も
審
査
基
準
項
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
会
計

報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、
役
員
・

会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
等
活
動
の
内

容
が
分
か
る
書
類
、減
免
申
請
書（
各

書
式
は
生
涯
学
習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
1
日

㈭
か
ら
25
日
㈰
ま
で
に
直
接
主
に
活

動
拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

日
時
　
10
月
25
日
㈰
・
11
月
1
日
㈰

場
所
　
白
井
中
学
校
ほ
か

対
象
　
7
人
以
上
（
う
ち
市
内
在
住
者

3
人
以
上
）
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ

保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
1
チ
ー
ム
5
、
0
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
10
月
4
日
㈰
（
必
着
）
ま
で

に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市

清
水
口
2
―
4
―
1
―
3
0
3

　
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

白
井
市
と
柏
市
（
旧

沼
南
町
）
の
境
界

　
国
道
4
6
4
号
を
西
白
井
駅
か

ら
新
鎌
ケ
谷
駅
方
面
に
向
か
う
と
、

一
度
柏
市
藤
ケ
谷
を
通
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
白
井
市
と
鎌
ケ
谷
市
の
間
の
谷

津
の
部
分
に
南
北
に
細
長
く
柏
市

藤
ケ
谷
地
区
が
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
行
政
界

が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う

な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
境
界
の
話
は
、
今
か
ら

3
3
3
年
前
の
江
戸
時
代
、
天
和

2
（
1
6
8
2
）
年
に
幕
府
評
定

所
か
ら
出
さ
れ
た
裁さ

い
き
ょ許
（
判
決
）

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
以
前
か
ら
あ
っ
た
富

塚
村（
白
井
市
）と
藤
ケ
谷
村（
柏

市
）
に
隣
接
し
た
場
所
に
、
江
戸

時
代
の
新
田
開
発
に
よ
り
延
宝
5

（
1
6
7
7
）
年
頃
、
中
木
戸
新

田（
白
井
市
）と
軽
井
沢
新
田（
鎌

ケ
谷
市
）
と
い
う
2
つ
の
村
が
成

立
し
ま
し
た
が
、
2
つ
の
新
村
と

旧
村
間
と
の
境
界
が
不
明
確
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
互
い
に
権
利
を
主

張
し
あ
い
、
争
論
に
発
展
し
た
よ

う
で
す
。

　
裁
許
で
は
表
面
に
裁
許
絵
図
、

裏
面
に
判
決
文
が
記
さ
れ
、
村
境

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
確
定
し
た

境
界
部
分
に
は
黒
字
の
太
線
が
引

か
れ
、
さ
ら
に
線
上
に
裁
許
に
関

わ
っ
た
三
奉
行
（
寺
社
奉
行
・
町

奉
行
・
勘
定
奉
行
）
の
印
が
押
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
裁
許
に
よ
り

4
カ
村
の
村
境
が
明
確
化
し
、
谷

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

地
川
（
現
在
の
金
山
落
の
前
身
）

が
富
塚
村
と
藤
ケ
谷
村
の
村
境
と

な
り
、
谷
地
川
よ
り
東
側
が
富
塚

村
、
西
側
が
藤
ケ
谷
村
と
決
ま
っ

た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
元
禄
4
（
1
6
9
1
）

年
に
も
本
件
に
関
連
し
た
争
い
が

起
き
、
裁
許
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
天
和
2
年
の
判
決
で
南

部
の
鎌
ケ
谷
村
に
隣
接
す
る
谷
津

部
分
の
境
界
に
一
部
曖
昧
な
箇
所

が
あ
っ
た
た
め
、
藤
ケ
谷
村
・
富

塚
村
と
鎌
ケ
谷
村
と
の
間
で
争
論

に
発
展
し
ま
し
た
。
結
果
は
鎌
ケ

谷
村
の
敗
訴
で
決
着
し
ま
す
。

　
こ
の
2
件
の
裁
許
を
見
ま
す
と
、

地
境
（
村
境
）
を
巡
り
争
っ
て
い

る
か
の
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
谷

地
川
が
境
堺
と
定
め
ら
れ
た
こ
と

を
鑑
み
る
と
、
谷
地
川
の
用
水
利

用
権
を
巡
る
争
い
で
あ
っ
た
と
も

読
み
取
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
田

稲
作
が
農
業
の
中
心
で
あ
り
、
用

水
利
用
の
有
無
が
収
穫
量
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
争
い
に
発

展
し
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
争
論
の
裁
許
が

現
在
の
行
政
界
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
驚

き
を
感
じ
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
1
）

1
1
2
4

白井市・柏市・鎌ケ谷市の境界

　子どもは将来を担うかけがえのない存在です。
　安心して子どもを産み、育てる環境づくりを進める
一つとして、市は新たな「子育て短期支援（ショート
ステイ）事業」を10月1日㈭から開始します。

■申・■問　電話か直接子育て支援課子育て支援班
☎（497）3487へ

区分 2歳未満 2歳以上

生活保護世帯 0円 0円

市民税非課税世帯 1,100円 1,000円

その他の世帯 5,350円 2,750円

子ども1人の1日の利用料金

　ゆったりとハーブティーを飲みながら、気軽に楽しく妊
娠・出産について学んでみませんか。
　「ベビーサロン『いっぽいっぽ』」との交流タイムもあるの
で、出産予定日の近い妊婦さんだけでなく先輩ママとも話が
できます。
日時　10月14日㈬　午前10時～正午（受け付け　午前9時45
分～）
場所　保健福祉センター

対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月までの妊婦とその家族　25人（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
保育　あり（1週間前までに要申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　100円（「ヘルシーおやつ」およびハーブティー代）
■申・■問　電話で健康課母子保健班☎（497）3495か、「ちば電子申請サービス」の白井市「平
成27年度マタニティ向け講座・子育て応援講座申し込み」へ
※電子申請は開催日の1週間前までに申し込みをしてください。

　気軽に参加でき楽しくおしゃべりできる場です。子育て仲間の輪を広げませんか。
親子の触れ合い遊びの紹介もあります。
※事前の予約は不要で、参加費は無料です。
日時　10月14日㈬　午前10時30分～正午（受け付け　午前10時15分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

マ タ ニ テ ィ カ フ ェ

ベビーサロン「いっぽいっぽ」

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
不
妊
相
談

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
な
ど
へ
の
一
般

的
な
相
談
や
不
妊
治
療
に
関
す
る
情

報
提
供
を
し
、
医
療
面
・
精
神
面
で

の
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
不
育
症
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時

　
10
月
8
日
㈭

　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所

　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象
　
不
妊
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
夫
婦
な
ど
　
3
組
（
申
し
込

み
順
）

申
・
問

　
10
月
5
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印
旛

保
健
所
）
地
域
保
健
課
　
☎
0
4
3

（
4
8
3
）
1
1
3
4
へ

献
血
の
お
知
ら
せ

　
血
液
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

子育て短期支援事業の利用について

新たな子育て支援事業が
10月1日㈭から始まります

　子育て中の保護者が、病気・出産・仕事・育児疲れ
などで、家庭で子どもを見ることが困難な場合、施設
で一時的に預かる制度です。
対象　市内在住の4歳未満の子ども
利用要件　保護者の病気やけが、育児疲れ、育児不安、
出産、看護、事故、災害、失踪、冠婚葬祭、出張など
で家庭で子どもを養護することが一時的に困難になっ
た場合
利用期間　7日以内
利用施設　ほうゆうベビーホーム（乳児院）（八千代市）
利用料　子ども1人の1日の利用料は下表のとおりです。
※所得に応じて利用料の負担があります。　

　～子育て短期支援
　　（ショートステイ）事業～
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

駅  

駅
前
朗
読
会

　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」
の
皆
さ
ん

が
夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
」、
佐
野
洋

子
「
ふ
つ
う
が
え
ら
い
」、
藤
沢
周

平
「
踊
る
手
」
を
朗
読
し
ま
す
。

　
大
人
向
け
の
朗
読
会
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
2
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
9
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
タ
イ
ム

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
羊
毛
フ
ェ

ル
ト
で
簡
単
な
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
3
日
㈯
　
午
前
9
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
27
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅    「
白
井
駅
前
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
そ
う
！
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
で
音
楽
活
動

を
行
っ
て
い
る
白
井
高
校
の
皆
さ
ん

が
「
駅
前
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」
と
し

て
、
愛
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
提
案

し
ま
す
。

　
懐
か
し
の
名
曲
な
ど
を
聴
き
な
が

ら
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
10
月
4
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
（
自
由
参
加
）

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

「
と
も
し
び
の
夕
べ
」
の
灯
ろ
う
を

み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
17
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
（
自
由

参
加
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
ほ
か
）

子

育

て

趣
味
・
教
養
・
学
習

※
コ
ー
ヒ
ー
販
売
の
一
部
を
白
井
駅

前
商
店
街
に
寄
付
し
ま
す
。

西  

ゲ
ー
ム
で
笑
っ
て
！

認
知
症
予
防

　
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、

脳
を
活
性
化
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
7
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費

　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
10
月
1
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

コ  「
ふ
る
さ
と
納
税
」

入
門

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
意
味
を
正
し
く

理
解
し
、
楽
し
み
な
が
ら
地
方
再
生

に
役
立
て
る
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
7
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
15

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
9
月
16
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
10
月
10
日
㈯
】

内
容

　
①
天
然
石
と
ビ
ー
ズ
で
作
る

ス
カ
ー
フ
留
め
ブ
ロ
ー
チ

　
②
ミ
シ

ン
で
バ
ッ
グ
作
り

定
員

　
各
6
人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費
　
①
2
、3
0
0
円
　
②
8

0
0
円
（
材
料
費
）

【
10
月
24
日
㈯
】

内
容
　
①
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
（
午
前
の
み
）　
②
ア
イ
シ
ン

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

公  

2
歳
児「
う
さ
ぎ
さ
ん
」

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
制
作
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
5
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
10
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
ふ
れ
あ
い
体
操
、

手
形
・
足
形
と
り
、
身
長
・
体
重
測

定
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
7
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

対
象
　
生
後
6
カ
月
か
ら
1
歳
未
満

　子育てがより楽しくなる講座に参加してみませんか。
日程・内容・講師　下表のとおり
時間　午前10時～正午
対象　子育て中の母親　①12人　②・③各15人（応募者多数の場合は抽選）
※保育は問い合わせてください。
持ち物　①軍手、フェイスタオル、飲み物、着替え　②・③筆記用具
参加費　②のみ200円（材料費）
■申　①は10月2日㈮、②は10月15日㈭、③は10月27日㈫までに電話か直接福祉セン
ターへ

日程 内容 講師

①10月15日㈭ キックやパンチでストレスCARE！～ストレス発散ビューティーキックボクシング～
ボディリメイクトレー
ナー　今野瀧子さん

②10月27日㈫
４K（簡単、経済的、環境にやさしく、感
動の味）クッキング～ルーのいらないハヤ
シライス～

食育指導士　
鈴木真理さん

③11月6日㈮ おこづかい教育出前教室～「おこづかい」
が子どもの人生を変える～

ジブラルタ生命シニアラ
イフプラン・コンサルタ
ント　小野宏実さん

福  子育て支援講座ハッピースマイル術

グ
ク
ッ
キ
ー
作
り

　
③
自
家
製
ハ
ー

ブ
オ
イ
ル
で
癒
や
し
の
ハ
ン
ド
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
　
④
ミ
シ
ン
で
バ
ッ
グ

作
り

定
員
　
①
5
人
　
②
〜
④
10
人
（
申

し
込
み
順
）

※
②
は
年
少
、
④
は
小
学
4
年
生
以

上
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
未
就
学
児

は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
①
1
、
5
0
0
円
　
②
・

③
各
5
0
0
円
　
④
8
0
0
円
（
材

料
費
）

【
共
通
】

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

男
子
料
理
教
室

　
鮮
魚
の
さ
ば
き
方
を
学
び
、
魚
料

理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
9
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

市民ゴルフフェスタ申込先
氏名・名称 住所 電話番号

木下智義 桜台2―6―2―705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1―5―9―401 （491）3900
千秋繁 南山3―6―6 （491）5695
山田政男 河原子357―1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826―31 （491）0026
ウエストグリーン
テニスクラブ 根1071―2 （491）8904

宇田川清次 根1918―11 （491）6160
千葉光商事 根1777―1 （491）5111
阪東修 けやき台1―2―1―1012 （491）8765
谷口八郎 けやき台2―6―4―103 （491）3404
平井勲 清水口1―5―2―502 （491）1482
宮崎信行 清水口2―1―12―702 （491）2451
田辺裕 清水口3―28―7 （491）3476
林国三 七次台3―41―5 （492）5686
内田弘 大山口2―4―4―107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198―38 （445）2110
田上聖視 大松1―2―23 （491）2253
生涯学習課スポーツ振興班（土・日・祝日を除く） 内線　3435

　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
大
会

で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
10
月
26
日
㈪

場
所

　
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
総
武
コ
ー
ス
（
印
西
市
）

※
27
ホ
ー
ル
使
用
し
て
プ
レ
ー

を
行
い
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　

2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法

　
新
ぺ
リ
ア
方
式

プ
レ
ー
費

　
1
5
、5
0
0
円

（
歩
き
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
、

昼
食
付
き
）

参
加
費

　
3
、
0
0
0
円
（
賞

品
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

申
・
問

　
9
月
21
日
㈷
か
ら
10
月

2
日
㈮
ま
で
に
左
表
の
各
申
込
先

か
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5
へ

　大会の開催に伴い、コースとなる運動公園周辺の道路の交通規制を実
施します。
　当日は道路の混雑が予想されますが、ご協力をお願いします。
規制日時　10月4日㈰　午前9時20分～正午
規制区間　下図のとおり
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 ～ 6

10kmコース

コンビニエンスストア

5kmコース

2kmコース

3kmコース

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参

加
）白  

子
育
て
相
談
室

「
あ
！
危
な
い
！
子
ど

も
の
事
故
防
止
予
防
」

　
誤
飲
な
ど
、
家
庭
の
中
に
あ
る
危

険
を
知
り
、
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境

作
り
や
事
故
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
9
日
㈮
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
9
月
16
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
児
童
館
へ

白井梨マラソン大会の交通規制に
ご協力をお願いします

市
民
ゴ
ル
フ

フ
ェ
ス
タ

参
加
者
募
集

羊毛フェルトのくま
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

　
毎
週
日
曜
日
の
午
前
7
時
30
分
か

ら
11
時
ま
で
、
七
次
第
一
公
園
に
て

市
内
在
住
の
小
学
3
か
ら
6
年
生
を

対
象
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
市
民
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
募
集

日
時

　
10
月
25
日
㈰
（
予
備
日

　
10

月
31
日
㈯
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
　
場
所
　
白
井
運
動
公
園
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
、
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
　
種
目
　
男
・

女
ダ
ブ
ル
ス
（
1
部（
高
校
生
含
む
）・

2
部
・
3
部
）　
参
加
費
　
1
人
に

付
き
1
、
0
0
0
円
（
高
校
生
は
8

0
0
円
）

申
・
問

　
①
は
鈴
木
☎
（
4
9
1
）

4
3
5
1
、
②
は
10
月
9
日
㈮
ま
で

に
猪
野
☎
（
4
9
1
）
1
4
4
4
へ

◆
日
本
語
教
師
募
集
〜
外
国
人
に
日

本
語
を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
白
井
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

人
市
民
を
対
象
に
毎
週
金
曜
日
の
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
、
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
で
日
本
語
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

高

齢

者

募
集
・
伝
言
板

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

初
め
て
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
講
習

　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
に
な
る
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
作
り
ま
す
。
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
基
礎
か
ら
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
裁
縫
道
具

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会

①
原
っ
ぱ
の
会
の
里
山
散
策
会

　
谷
田
の
里
山
を
ゴ
ミ
拾
い
し
な
が

ら
散
策
し
ま
す
。
森
林
浴
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
23
日
㈷
　
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　
持

ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
　
参
加
費
　

無
料

②
原
っ
ぱ
の
会
の
自
然
観
察
会
「
ト

ン
ボ
観
察
会
」

　
ト
ン
ボ
を
中
心
に
秋
に
見
る
こ
と

の
で
き
る
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
3
日
㈯
　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）　
講
師
　

日
本
蜻と

ん
ぼ蛉
学
会
委
員

　
柄
澤
保
彦
さ

ん
　
持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

帽
子
、
あ
れ
ば
虫
取
り
網

　
参
加
費

1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
、
中
学
生

以
下
は
無
料
）

【
共
通
】

集
合
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
な
れ
た

運
動
靴
で
参
加
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
か
メ
ー
ル
で
矢
野
☎

0
8
0
（
5
0
8
7
）
7
2
3
5
・

 y
m
h
arappa@

y
ah
oo.co.

jp

へ
◆
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

　
開
設
記
念
式
典
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

航
空
機
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
　
場
所
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
（
柏
市
）

※
当
日
は
、
新
鎌
ケ
谷
駅
前
交
番
横

か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

問
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
5
0
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
一
般
（
予
約
不

要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
親
子
で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
無
料

体
験

　
音
楽
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
集
中

力
な
ど
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
29
日
㈫

　
午
後
3
時
〜

　
場

所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
対
象

　

3
〜
4
歳
（
年
少
）

問
　
増
田
☎
（
4
9
1
）
8
2
4
1

◆
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
相
続
や
土
地
、
各
種
許
認
可
な
ど

に
つ
い
て
無
料
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

日
時
　
10
月
1
日
㈭
　
午
前
9
時
〜

正
午
　
場
所
　
白
井
市
役
所
2
階
相

談
室

問
　
岩
﨑
☎
0
9
0
（
4
6
2
6
）

5
4
7
9

◆
女
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
あ
り
の

実
」
定
期
演
奏
会

　
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
ナ
ン
バ
ー
、
女

声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
「
海
を

想
う
」「
お
ら
ほ
の
み
ど
り
」
な
ど

の
名
曲
を
届
け
ま
す
。

日
時
　
10
月
3
日
㈯
　
午
後
2
時
30

分
〜
（
開
場
　
午
後
2
時
〜
）　
場

所
　
文
化
会
館
な
し
坊
（
大
）
ホ
ー

ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
遠
藤
☎
（
4
9
2
）
5
8
7
5

◆
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
）
動
物
愛
護
事
業

　
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
程

　
10
月
3
日
㈯
、
11
月
14
日
㈯
、

12
月
13
日
㈰

　
時
間

　
基
礎
講
座

午
後
1
時
〜
2
時
30
分
　
実
技
講
座

午
後
2
時
〜
4
時

※
実
技
講
座
の
み
参
加
費
3
、0
0

0
円
（
資
料
代
）
が
掛
か
り
ま
す
。

②
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
子
犬
同
伴
で
参
加
で
き
、
育
て
方

や
し
つ
け
方
を
学
べ
ま
す
。

日
程
　
9
月
26
日
㈯
、
10
月
24
日
㈯
、

11
月
28
日
㈯
、
12
月
19
日
㈯

※
時
間
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

③
一
般
譲
渡
会

　
成
犬
や
成
猫
を
譲
渡
し
ま
す
。

日
程
　
9
月
26
日
㈯
、
10
月
7
日
㈬
・

24
日
㈯
、
11
月
26
日
㈭
、
12
月
9
日

㈬
・
19
日
㈯
　
時
間
　
午
後
1
時
〜

1
時
30
分

④
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
犬
や
猫
を
探
し
て
い
る
人
や
譲
渡

し
た
い
飼
い
主
と
の
出
会
い
の
場
で

す
。

日
程
　
10
月
3
日
㈯
、
11
月
14
日
㈯
、

12
月
13
日
㈰
　
時
間
　
犬
や
猫
を
探

し
て
い
る
人
　
午
前
9
時
〜
9
時
30

分
、
犬
や
猫
を
譲
渡
し
た
い
人
　
午

前
9
時
30
分
〜
10
時

問
　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎

0
4
7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

◆
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
不
動
産
の
相
続
や
価
格
、
借
地
な

ど
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
4
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
　
場
所
　
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

柏
2
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
（
柏
市
）

問
　
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
☎
0
4
3
（
2
2
2
）

5
7
9
5

◆
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　
法
務
局
職
員
や
司
法
書
士
な
ど
が
、

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と

に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
10
月
4
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

　
場
所

　
千
葉
地
方
法
務

局
本
局
（
千
葉
市
）、
千
葉
地
方
法

務
局
船
橋
支
局
（
船
橋
市
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉

地
方
法
務
局
総
務
課
☎
0
4
3
（
3

イ

ベ

ン

ト

　
日
本
語
を
教
え
ら
れ
る
経
験
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
　
吉
田
☎

（
4
9
1
）
0
7
9
1

◆
ち
ば
里
山
カ
レ
ッ
ジ
「
次
世
代
リ

ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
」
募
集

　
里
山
の
保
全
再
生
に
加
え
、
自
然

環
境
、
団
体
の
運
営
な
ど
の
総
合
的

視
点
で
活
動
し
、
情
報
発
信
す
る
人

を
育
成
し
ま
す
。

　
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
み
ん
な

の
力
を
結
集
し
、
ち
ば
の
里
山
を
元

気
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
11
月
7
日
㈯
〜
平
成
28
年
1

月
23
日
㈯
の
間
で
全
8
回
　
場
所

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
8
、
0
0
0
円
（
学
生
は

5
、
0
0
0
円
）

申
・
問

　
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
メ
ー
ル
で
N
P
O
法
人
ち
ば
里
山

セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
8
（
6
2
）
8

8
9
5
・ in

fo@
ch
iba-sato

y
am
a.n
et

へ

◆
S
T
O
P
！
マ
タ
ハ
ラ
〜
妊
娠
中
・

産
後
の
会
社
の
対
応
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
〜

　「
妊
娠
し
た
ら
解
雇
」
な
ど
、妊
娠
・

出
産
、
産
休
・
育
休
を
理
由
と
す
る

不
利
益
取
り
扱
い
は
法
律
違
反
で
す
。

　
会
社
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
早
目
に
千
葉
労
働

局
雇
用
均
等
室
ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
千
葉
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎
0

4
3
（
2
2
1
）
2
3
0
7
（
平
日

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

◆
借
金
の
問
題
は
解
決
で
き
ま
す

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
料
無
料
、
予
約
不
要
で

秘
密
は
厳
守
し
、
電
話
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

問
　
財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所
債
務

相
談
窓
口
☎
0
4
3
（
2
5
1
）
7

8
3
0

子

ど

も

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
9
月
26
日
、
10
月
24
日
、
11

月
28
日
（
各
土
曜
日
）　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
自
由

参
加
）

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
お
弁
当
づ
く
り
教
室
」

　
親
子
で
「
お
弁
当
づ
く
り
」
に
挑

戦
し
よ
う
。

日
時
　
10
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
12

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
料
理
教
室
講
師
　
桂
寿
恵
さ

ん持
ち
物
　
子
ど
も
用
の
1
段
弁
当
箱
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ラ
ッ
プ
、
飲

み
物

参
加
費
　
1
組
7
0
0
円
（
材
料
費
）

　10月24日㈯・25日㈰に開催される「しろいふ
るさとまつり」の会場で販売する物品と、準備
から開催当日までサポートするボランティアを
募集します。バザーの売り上げは地域福祉の充
実に活用されます。
【物品引き取り・電話申込期間】
9月18日㈮～ 10月8日㈭
※家電製品や家具など、品物によっては受け付
けできない物もあります。
【物品引き取り・直接持ち込み期間】
10月13日㈫～ 16日㈮
【ボランティア活動日程・内容】
10月13日㈫～ 16日㈮・物品の引き取り、10月20
日㈫～ 23日㈮・物品の仕分けと値付け作業、10
月24日㈯・25日㈰・商品の陳列と販売
■申　10月2日㈮までに電話か直接社会福祉協議
会へ

社  「チャリティーバザー」の
物品受け付けとボランティア募集

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

申
　
10
月
7
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

0
2
）
1
3
1
1
・

0
4
3
（
2

3
8
）
1
3
7
8
へ

◆
障
害
者
雇
用
促
進
合
同
面
接
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
で
は
障
害
者

雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
「
障
害
者

雇
用
促
進
合
同
面
接
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
　
10
月
8
日
㈭
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
船
橋
市
役
所
11
階
大

会
議
室

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
第
一
庁
舎

専
門
援
助
部
門
☎
0
4
7
（
4
3
1
）

8
2
8
7
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み ん な の ひ ろ ば

天
　
蛍
飛
び
闇
や
は
ら
か
に
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

柳
沢　

純

地
　
足
る
を
知
る
齢
と
な
り
ぬ
冷
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込　
　
　

渡
辺
岩
夫

人
　
終
戦
忌
目
差
し
遠
く
語
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

小
澤
喜
美
子

【
選
評
】　
天
　
闇
が
や
わ
ら
か
く
成
っ
た
と
言
う
表
現
が
良
い
。

文
学
的
感
覚
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
蛍
が
飛
び
交
う
姿
も
情
緒
が

深
く
な
っ
た
。
地
　
上
の
五
、七
の
言
葉
の
意
味
と
冷
奴
が
良
い

取
合
わ
せ
で
あ
る
。
年
を
取
り
何
事
も
高
望
み
は
せ
ず
、
今
の
生

活
で
満
足
し
て
い
る
。
や
や
説
明
的
で
は
あ
る
が
冷
奴
に
よ
っ
て

そ
れ
を
払
拭
し
て
い
る
。
人
　
や
は
り
終
戦
忌
と
す
べ
き
だ
。
目

差
し
遠
く
は
昔
を
偲
ん
で
語
り
出
す
語
り
部
の
姿
を
思
わ
せ
る
。

ま
ど
ろ
み
て
亡
き
母
と
逢
う
残
暑
か
な

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込　
　
　

市
川
敦
代

雑
踏
を
歩
く
漢

お
と
この
日
傘
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上　
　

大
橋　

茂

三
伏
の
染
料
寝
か
す
定
温
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込　
　
　

大
屋
キ
ヌ

椨た
ぶ

茂
る
屋
敷
の
裏
に
船
着
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台　
　
　

黒
河
内
和
子

遠
河
鹿
夕
風
に
乗
り
瀬
を
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口　
　

斉
藤
裕
子

打
水
の
枝
の
先
よ
り
風
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

下
堂
薗
慶
子

沖
縄
忌
チ
ェ
ロ
弾
く
夜
半
の
音
か
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

福
加
博
之

天
文
台
の
巨
大
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の

陰
に
て
涼
む
野
辺
山
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口　
　
　

小
野
葉
月

【
選
評
】　
野
辺
山
の
国
立
天
文
台
に
は
直
径
45
㍍
の
巨
大
ア
ン
テ

ナ
が
あ
り
、
陽
が
差
す
と
陰
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
陰
で
涼
み

思
い
出
に
残
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

玉
音
放
送
暑
き
校
庭
で
聞
き
し
こ
と

夫
と
疎
開
の
話
は
尽
き
ず

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根　
　
　
　

印
南
満
子

梨
作
り
の
農
家
に
あ
と
つ
ぐ
人
な
き
か

畑
の
梨
の
木
刈
ら
る
る
さ
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台　
　

藤
原
澄
子

「
あ
ざ
っ
す
」
と
か
な
り
な
略
語
に
礼
を
い
ふ

高
校
球
児
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

望
月
玲
子

炎
天
の
道
に
電
柱
の
陰
あ
れ
ば

そ
こ
に
身
を
置
き
信
号
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台　
　
　

米
井
詩
織

　

指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
自
分

の
役
割
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

入
団
後
の
変
化

　
防
災
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も
火

災
や
地
震
な
ど
の
非
常
時
の
こ
と

を
具
体
的
に
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
宅
や
職
場
に
避
難

袋
を
用
意
し
た
り
、
寝
室
に
も
靴

を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
万
が
一
子
ど
も
と
は
ぐ
れ
た

時
、
一
人
で
も
少
し
は
安
全
な
よ

う
に
リ
ュ
ッ
ク
に
反
射
材
や
笛
を

つ
け
た
り
、
身
元
が
分
か
る
よ
う

保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
入
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、

家
族
で
最
寄
り
の
小
学
校
へ
の
避

難
訓
練
を
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時

に
少
し
で
も
慌
て
な
い
よ
う
準
備

た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
活
動
内

容
を
聞
き
、
私
生

活
や
仕
事
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
取
れ
そ

う
だ
と
思
い
、
平

成
25
年
4
月
に
入

団
し
ま
し
た
。

家
族
の
反
応

　
夫
に
「
消
防
団
に
入
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
時
、
最

初
は
「
危
な
く
は
な
い
か
」
と
心

配
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
内
容
と
し

て
は
後
方
支
援
が
中
心
で
、
危
険

で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、
安

心
し
て
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
の
訓
練
も
快
く
見
送
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

活
動
に
つ
い
て

　
団
員
の
活
動
と
し
て
は
、
消
防

全
国
に
広
が
る
女
性

消
防
団
員

　
消
防
団
の
活
動
は
、
従
来
火
災

消
火
を
主
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
に
よ
る
災
害

が
大
規
模
化
す
る
中
で
、
消
防
団

に
向
け
ら
れ
た
期
待
と
役
割
は
増

大
し
、
消
防
団
員
は
地
域
の
安
心
・

安
全
の
た
め
、
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
消
防
団
員
の
高
齢
化
や

若
い
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況

の
中
、
女
性
の
能
力
を
活
か
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
方
策
と

し
て
、
女
性
消
防
団
員
を
採
用
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
全
国
的
に
広

ま
り
、
男
女
共
同
参
画
の
流
れ
を

受
け
て
、
女
性
の
消
防
団
へ
の
参

加
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
動
き
の
中
、
全
国
で
女
性

消
防
団
員
を
採
用
す
る
消
防
団
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
市
内
の
消
防

団
に
女
性
で
初
め
て
入
団
さ
れ
た

市
職
員
の
秋
濱
里
穗
子
さ
ん
に
話

を
伺
い
ま
し
た
。

入
団
の
き
っ
か
け

　
職
場
の
先
輩
が
同
期
を
消
防
団

に
勧
誘
し
て
い
る
場
に
居
合
わ
せ
、

「
消
防
団
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と

興
味
を
持
ち
、
一
緒
に
話
を
聞
い

水
訓
練
な
ど
も
経
験
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
出
初

め
式
へ
の
参
加
、
火
災
現
場
で
の

後
方
支
援
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
現
在

は
出
産
に
よ
り
休
団
し
て
お
り
、

ま
だ
活
動
期
間
が
短
く
仕
事
を
覚

え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
復
帰
後
は
、

車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
操
法
訓
練
、

夏
季
訓
練
、
冬
季
訓
練
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
入
団
し
た
年
に
は
、
放

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
⑤

秋
濱
里り

ほ

こ
穗
子
さ
ん

消防服姿の秋濱さん

女
性
消
防
団
員

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
消
防
団
員
に
な
り
た
い

人
へ

　
消
防
団
で
は
、
実
際
に
防
災
活

動
に
携
わ
る
こ
と
で
自
分
自
身
の

防
災
へ
の
意
識
が
高
ま
る
こ
と

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
非
常
時
の
こ
と
を

考
え
る
人
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、

白
井
市
が
い
ざ
と
い
う
時
に
強
く

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団

は
忙
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
仕
事
を
し
な
が
ら
活
動

で
き
る
範
囲
で
参
加
し
て
い
る
の

で
負
担
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
興

味
が
あ
っ
た
ら
、
気
負
わ
ず
に
入

団
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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　8月8日、文化会館なし坊ホールで「なし坊20周年まつり」が開催されました。
　このイベントは、なし坊の生誕20周年を祝うために企画したもので、司会に
しろいふるさと大使のホリさん、アシスタントにメロディーきみえさんを迎え、
チーバくんをはじめとした近隣の11キャラクターもお祝いに駆け付け、ステー
ジは大いに盛り上がりました。
　会場は大勢の親子連れでにぎわい、子
どもたちから「なし坊おめでとう、楽し
かった！」との歓声や笑顔があふれてい
ました。皆さんからの「なし坊コール」
で登場したなし坊は元気いっぱいにス
テージを動きまわり、「ありがとう」を
伝えました。
　今後もなし坊は、市の魅力をPRするた
めに活動していきますので、皆さんの応
援をよろしくお願いします。

　桜台地区プロムナード6番街の宮﨑功市さ
んが、長年の地域の見守り活動が評価され、
地元自治会から感謝状が贈られました。
　宮﨑さんは、平成19年から毎日午後7時か
ら30分間、拍子木を打ち鳴らしながらの巡回
を1人で8年間に渡り実行されています。
　この活動は、自治会の防犯役員を引き受け
たことが切っ掛けで、地元の皆さんは、宮﨑
さんの打ち鳴らす拍子木の音色で1日の平穏
を感謝しているとのことでした。
　宮﨑さんは「白井に引っ越して11年になり
ますが、8年前からこの活動を続けています。
この地域は安全で、幸いに今まで危険な状況
に遭ったことはありません。長く巡回をして

いますと、声を掛けてくれる人もいて、とてもやりがいがあります。フルマラ
ソンをする位、体が丈夫なのでこれからも続けていきます」と元気に話してく
れました。　

地域の見守り活動に感謝状
宮﨑功

こういち

市さん　毎夜8年間に渡る巡回

拍子木を手に持つ宮﨑さん

「なし坊20周年まつり」
みんなにお祝いされてうれしかったよ

市長から特別住民票が贈られました

みんなに囲まれてうれしそうにケーキカットをするなし坊

　日本テレビのバラエティー番組『マツコ×マツコ』
に「なし坊」が登場します。
　放送日は9月下旬予定です。決定次第、市のホーム
ページでお知らせしますので、皆さんでご覧ください。
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